
まちづくりポイント制度
制度変更説明会

市民団体向け説明会 龍ケ崎市役所
地域づくり推進課

本日は市民団体様向けの説明会です。

活動に参加する方々へ向けた説明会は５月以降に各コミセンで開催する予定となっております。
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本日のゴール

1. 制度がどのように変わるか

2.団体としてなにが変わるか

3.団体として何を準備すればよいか

ご質問は説明後にまとめてお受けします
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1. 制度見直しの背景

市指定の市民活動(環境美化、防犯、防災等)に参加するとポイントシールが交付される

シールを貯め、枚数に応じて景品等と交換できる

市民の地域活動参加を促すことを目的とする(運用開始: 2014年度)

1-1. 現行制度の概要
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1. ポイントシールの管理負担・紛失リスク

2. 配布/返還など手作業が多い(団体・市民・市職員の負担)

3. 参加者個人にシールが行き渡らない等の声

4. 若い世代への浸透が弱い、制度を知らない層がいる

5. 「デジタル化してほしい」という要望が多い

6. 交換メニューが少ない

1-2. これまでの運用で見えてきた課題
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2. 新制度の全体像
2-1. デジタルへの移行

龍ケ崎市公式LINEアカウント
を活用する制度設計とします

段階的な移行

最初から完全デジタル化にはしません
スマホがない方も利用できる方法は継続します

⇒ 一定期間のフォロー（窓口対応）期間を経て、将来的に完全デジタル化を目指します

<LINE見本>
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2-2. LINE導入の背景

なぜデジタル化するのか

なぜLINEなのか

現在の課題を解消するため

 紛失・余り・返還漏れなど、管理リスクを減らしたい

 団体・参加者の負担を減らしたい

 個人でポイントを貯めやすくしたい

いちばん利用者が多いツールであり、始めやすいため

 市の公式LINE友だちが多く、始めやすい（登録者42,000人）

 新しくアプリを入れたり、新たに操作を覚えなくても良い人が多い

 システム開発などの費用負担が少ない
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関係者 項目 現行 デジタル化

団体 申請書類 ・ポイントシール配布申請書
・活動報告書
・寄附受領報告書
・寄附団体活動報告書

・二次元コード配布申請書

団体 寄附 制度あり 廃止

団体 対象活動 住民自治組織等が主催する環境美化・
防災・防犯・ボランティア活動

現行制度から変更なし

団体 ポイント配布 ポイントシール デジタルポイント（二次元コード掲示）

参加者 利用手段 ポイント手帳+ポイントシール スマホ有：LINE＋二次元コード
スマホ無：ポイント手帳＋スタンプ（窓口申請）

参加者 交換方法 窓口申請 スマホ有：LINE申請
スマホ無：窓口申請

参加者 交換メニュー たつのこ産直市場商品券、ポイント満点
カード、まいりゅうグッズなど

スマホ有：デジタル商品券(QUOカードPay)
スマホ無：QUOカード

参加者 ポイント設計 1活動=１枚（50円)
有効期限：３年

1活動=50P（50円）
有効期限：なし、保有上限2000P

2-3. 新旧制度（概要）比較
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2-4. 寄附制度の廃止について

制度を活性化し、参加者を増やすための見直しです
 参加した本人が、自分でポイントを貯められやすい制度にします
 それにより、制度利用のきっかけをしっかり確保し、地域活動への参加者の増加を図ります

 【制度の活性化】
頑張った分だけ、自分に返ってくる仕組みへ改善し、多くの市民が使う制度へ

 【本人付与の徹底】
団体の留保や渡し漏れを起こしにくくし、参加者が確実に受け取れる仕組みへ

制度の見直しにより目指す姿
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2-5. ポイント設計と二次元コードについて

（１） ポイント設計について

ポイント獲得例①（同活動分野における獲得は月に1回）
１１月1日：わがまちクリーン大作戦（環境美化） ⇒ 50P獲得
１１月8日：清掃活動（環境美化） ⇒ P獲得不可
11月9日：防災訓練(防災) ⇒ 50P獲得

活動分野 環境美化 防災 防犯 ボランティア 備考

獲得上限回数 12回 12回 12回 12回 同分野での活動は月１回まで獲得可能

ポイント数 50P(1回) 50P(1回) 50P(1回) 50P(1回)
年間で２４００P獲得可能
（１２回（月）×５０（P）×４（活動分野））

ポイント獲得例②（継続的な活動例）
7月1日：防犯パトロール ⇒ 50P獲得
7月2日：防犯パトロール ⇒ P獲得不可
8月1日：防犯パトロール⇒ 50P獲得
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2-5. ポイント設計と二次元コードについて

（2） 二次元コードについて

ポイント獲得には事前登録が必要

同二次元コードによる読み取りは1人1回のみ

同活動分野においても月ごとに異なる二次元コードが発行される

・例）防犯パトロールなど通年行う活動 ⇒ 12枚発行(12ヶ月分)

読み取り可能期間の設定あり

・活動予定月の月初1日0時から月末24時まで

活動分野による獲得回数制限あり（（１） ポイント設計について参照）
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2-5. ポイント設計と二次元コードについて

（3） 二次元コードの項目説明

１

２

３

４

５

① 団体名称

② バーコード

③ 読み取り可能月＋団体名称＋活動名称

④ 活動分野

⑤ 有効期限詳細

サンプル



ここまでのまとめ

なぜ見直すのか なにが変わるのか どんな影響があるのか

シールの負担・
リスクをなくす

デジタル化
を望む声

個人がポイント
を貯めやすく

デジタルポイントへ

二次元コード
導入

寄附制度廃止

申請や管理負担
の軽減

利便性の向上

活動者の増加

シールの手間とリスクを減らし、

参加しやすさを上げて制度を活性化するためのデジタル化です
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3. 団体作業変更点

事前対応：配布申請（団体）→審査（市）→決定通知（市）→シール受取(団体)

活動当日：参加者へシール配布

運営業務：シール管理、報告書等の提出、シール返還など

団体の作業について

事前対応：配布申請（団体）→審査（市）→決定通知（市）→二次元コード受取(団体)

活動当日：会場に二次元コードを掲示

運営業務：二次元コード管理

変
更
前

変
更
後
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4. 団体の皆さまにお願いしたいこと

二次元コード配布申請書の提出

[申請方法]申請書を窓口に提出またはLINEの申請フォームにて申請

[期間]2026/5/1から随時受付（令和８年度のみ。次年度は2月から。）

※ 令和８年度4〜6月の活動は、遡ってポイント付与します。（7月以降に対応）

4-1. 準備

二次元コードの受取(交付決定後)

[受取方法]市役所４階地域づくり推進課窓口または希望コミセン

[期間]決定通知書にてご案内
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二次元コードの掲示

1. 二次元コードごとに異なる読み取り可能期間の設定がされていますので、適切な
活動の二次元コードを準備してください。

2. 二次元コードの読み取りについて参加者に呼びかけてください。

4-2. 活動当日の運用

【注意事項】

申請時から活動月が変更になった際には事前に地域づくり推進課へ連絡してください。
読み取り可能期間の設定によりポイントの獲得ができなくなります。
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5. 本日のまとめ

シールは廃止し、手渡し・管理・返却が不要に

ポイントは二次元コードを参加者本人が読み取ることで獲得できる

LINEを入口に、登録・ポイント管理・景品交換が完結する

交換はデジタル商品券一本になる(QUOカードPay)

有効期限は無期限となり「貯まらない」を改善

スマホがない方は窓口で手帳スタンプ

5-1.制度の主な変更点
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交付申請： 二次元コードの交付申請書をご提出ください（受付開始5月から）

当日の運用: 該当の二次元コードを活動場所に掲示ください

活動日が変更となった場合は事前に担当課へ連絡ください

参加者への案内: 二次元コードからポイント獲得するようにご案内してください

スマホがない方へは担当課窓口をご案内してください

5-2. 団体の運用・作業
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最後に

この見直しは、制度を活性化し、参加者を増やして、制度を続けていくことを
目的としています。

「デジタルが不安」：一気に切替えません。段階的に移行します。

「スマホがないと無理?」：無理にしません。窓口対応(手帳スタンプ)を継続します。

「ルールが変わって困る」：説明・周知を丁寧に行い、開始後も改善しながら運用します。

市民団体の皆さまの負担を軽減しながら、地域活動に参加する方を増やすことで、制度の活
性化および龍ケ崎市の活性化を目指してまいります。あわせて、現場の声を伺いながら、運用
は随時見直してまいります。

今後とも、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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